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松
川
の
起
点
（
富
山
市
）

四
ツ
谷
川
と
冷
川
が
合
流

　

今
年
も
た
く
さ
ん
の
花
見
客
で
賑

わ
っ
た
松
川
は
、
戦
国
時
代
か
ら
大
正

時
代
初
期
ま
で
、
富
山
市
中
心
部
を
蛇

行
し
て
流
れ
て
い
た
神
通
川
の
忘
れ
が

た
み
で
、
神
通
川
の
水
が
流
れ
て
い
る

と
思
わ
れ
が
ち
だ
が
、
そ
う
で
は
な
い
。

県
立
近
代
美
術
館
の
東
側
を
流
れ
て
い

る
四よ

つ

や
ツ
谷
川
と
、
南
部
中
学
校
の
南
側

を
流
れ
て
い
る
冷つ

め
た
が
わ川

が
合
流
し
て
で
き

た
川
な
の
で
あ
る
。
そ
の
少
し
下
流
で

佐
野
川
と
も
合
流
し
、
中
心
部
へ
と
流

れ
て
い
る
（
佐
野
川
は
、
松
尾
神
社
裏

で
土ど

が
わ川
か
ら
浄
化
用
水
を
取
水
し
、
少

し
下
流
で
宮
田
川
と
合
流
し
、
松
川
に

流
れ
込
ん
で
い
る
）。

　

こ
れ
ら
の
川
に
は
、
常
願
寺
川
か
ら

の
水
が
流
れ
て
お
り
、
松
川
と
立
山
と

は
意
外
な
接
点
が
あ
る
訳
だ
。

　

な
お
、
故
・
廣
瀬
誠
さ
ん
（
元
・
県

立
図
書
館
長
、
郷
土
史
家
）
は
、
著
書

「
神
通
川
と
呉
羽
丘
陵
」（
桂
書
房
）
の

中
で
、
四
ツ
谷
川
は
、
富
山
城
下
町
の

南
端
警
備
の
た
め
藩
が
４
軒
の
武
士
を

配
置
し
て
川
べ
り
に
住
ま
わ
せ
た
と
こ

ろ
か
ら
生
じ
た
名
で
、本
来
、四
屋
（
又

は
四
家
）
と
書
く
べ
き
で
あ
る
と
指
摘

し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
四
ツ
谷

川
は
、
古
名
を
芋
田
川
と
言
い
、
佐
々

成
政
の
芋
田
城
の
濠
だ
っ
た
そ
う
だ
。

　

冷
川
の
名
の
由
来
は
、
水
温
が
低
い

と
こ
ろ
か
ら
出
た
素
朴
な
命
名
と
い
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
最
近
、
松
川
の
上
流
か

ら
流
れ
て
来
る
ゴ
ミ
の
量
が
増
え
て
い

る
よ
う
だ
。
目
立
た
な
い
小
さ
い
川
だ

か
ら
と
軽
い
気
持
ち
で
捨
て
た
ゴ
ミ
が

下
流
で
ま
と
ま
り
、
富
山
城
周
辺
を
訪

れ
た
観
光
客
の
目
に
も
触
れ
て
し
ま
っ

て
い
る
わ
け
だ
。
市
民
一
人
一
人
が
高

い
美
化
意
識
を
持
つ
必
要
が
あ
る
。

①ここが、松川の起点。右が冷川、左が四ツ谷川。②右が佐野川、左が宮田川。③右が佐野川、左が松川。④佐野川と神通
川（右）。⑤増水した松川の水が、中心部に入ってこないようにする水門。右側の水門で中心部への水の流入を止める。
左側の堤防下の暗きょから、増水した水を神通川へ放水する。（ただし、神通川の水位も高いとこの方法は使えない）
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